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NinjaSat は 2023年 11月 11日に打ち上げられた、6Uサイズ (10 × 20 × 30 cm3) の超小型 X線衛星である。
本衛星には 2–50 keVのエネルギー帯に感度を持つ非撮像型ガスX線検出器 (Gas Multiplier Counter; GMC) を
2台搭載しており、X線検出時刻を 61 µsの時間分解能で記録している。地上では、1秒間隔で衛星の GPS 受信
機から取得される時刻を用いてGMCの時刻を較正し、X線イベントに絶対時刻を付与している (大田ほか, 2024
年秋季年会)。
NinjaSat は相互較正のため、2024年 3月 19日に 2–12 keV で共通の観測エネルギー帯を持つ国際宇宙ステー

ションに搭載されたX線望遠鏡 Neutron Star Interior Composition Explorer (NICER)とかに星雲を同時期に観
測した。Jodrell Bank Observatoryによる電波観測を基に、かにパルサーのパルス位相を付与した両者のパルス
に対して相互相関をとった。その結果、NICER との間では 0.17 ms のビン幅の範囲でずれは無かった。
10月に時刻付け精度の確認のため、再度 NinjaSatでかに星雲を観測し、周期解析を行った。その結果、電波

観測に対してパルス位相は 0.01 位相ビン幅で 0.99位相であった。この結果から、NinjaSat は打ち上げから約 1
年が経過した時点でも 0.34 msのビン幅の範囲で変化が無かったことが確認できた。


